
【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （22/23）】

コア写真

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

破砕部

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

N58°E/72°SE※

破砕部No.64（OS-4孔）

・厚さ5.0～5.4ｃｍの
砂状破砕部

大坪川ダム基礎掘削面の想定延長位置に
対応する破砕部が認められない。

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

N58°E/72°SE
破砕部No.64想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

99.8

99.8

99.4 99.5 99.6 99.7

深度（ｍ）

99.8

※：破砕部の主せん断面の走向・傾斜は孔
壁が崩れて確認できなかったため，破砕部
下端の母岩境界の走向・傾斜を用いた。
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（OS-4孔） （23/23）】

コア写真

100.7 100.8 100.9 101.0

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

100.7 100.8 100.9 101.0

深度（ｍ）

N74°E/50°SE

破砕部No.66（OS-4孔）

・厚さ1.2～1.4ｃｍの
粘土状破砕部及び
厚さ3.0～4.0ｃｍの
固結した破砕部

大坪川ダム基礎掘削面の想定延長位置に
対応する破砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

N74°E/50°SE
破砕部No.66想定延長位置

大坪川ダム基礎掘削面スケッチ

100.7 100.8 100.9 101.0
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-8孔） （1/3）】

コア写真

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

破砕部

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

N22°E/13°SE

破砕部No.68（FD-8孔）

・厚さ2.5ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ3.5cmの固結した破砕部

BHTV画像（上：加筆あり，下：加筆なし）

49.1

48.7 48.8 48.9 49.0

深度（ｍ）

49.1

←SW

断面図

隣接孔（OS-4孔）の想定延長位置
（18.5m付近）に対応する破砕部が
認められない。

ボーリングOS-4孔
傾斜角度45°，L=110m

NE→

ボーリングOS-3’孔
傾斜角度45°，L=62m

（投影）

N22°E/13°SE
破砕部No.68（投影）

OS-4孔の想定延長位置
（深度18.5m付近）

2.2-1-139
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-8孔） （3/3）】

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）

深度（ｍ）

61.7 61.8 61.9 62.0

深度（ｍ）

N29°E/22°NW

破砕部No.69（FD-8孔）

コア写真

61.7 61.8 61.9 62.0

深度（ｍ）

破砕部

61.7 61.8 61.9 62.0

・厚さ1.5ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ10.5cmの固結した破砕部

N29°E/22°NW
破砕部No.69想定延長位置

ルートマップFの想定延長位置に対応する
破砕部が認められない。
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【福浦断層以外の破砕部の連続性確認（FD-9孔） （1/1）】

コア写真

24.5 24.6 24.7 24.8

深度（ｍ）

破砕部

深度（ｍ）

24.7 24.8 24.9 25.0

深度（ｍ）

N42°E/17°SE

破砕部No.71（FD-9孔）

・厚さ1.0ｃｍの粘土状破砕部及び
厚さ12ｃｍの固結した破砕部

ルートマップHの想定延長位置に対応する
破砕部が認められない。

BHTV画像（左：加筆あり，右：加筆なし）
N42°E/17°SE
破砕部No.71想定延長位置

24.9

24.7 24.8 24.9 25.0
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余白



（8）FK-1孔，大坪川ダム右岸トレンチ XRD分析

2.2-1-143



FK-1孔 50.20m －X線回折チャート 不定方位－

2.2-1-144



2.2-1-145

FK-1孔 50.20m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-146

FK-1孔 50.27m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-147

FK-1孔 50.27m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-148

FK-1孔 50.70m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-149

FK-1孔 50.70m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-150

FK-1孔 51.20m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-151

FK-1孔 51.20m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-152

FK-1孔 51.48m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-153

FK-1孔 51.48m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-154

FK-1孔 51.70m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-155

FK-1孔 51.70m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-156

FK-1孔 51.98m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-157

FK-1孔 51.98m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-158

FK-1孔 52.20m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-159

FK-1孔 52.20m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-160

FK-1孔 52.80m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-161

FK-1孔 52.80m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-162

FK-1孔 53.30m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-163

FK-1孔 53.30m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-164

FK-1孔 53.43m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-165

FK-1孔 53.43m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-166

FK-1孔 53.80m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-167

FK-1孔 53.80m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-168

FK-1孔 54.30m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-169

FK-1孔 54.30m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-170

FK-1孔 54.42m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-171

FK-1孔 54.42m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-172

FK-1孔 54.62m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-173

FK-1孔 54.62m －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-174

FK-1孔 54.80m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-175

FK-1孔 54.80m －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-176

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-01 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-177

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-01 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-178

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-02 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-179

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-02 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-180

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-03 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-181

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-03 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-182

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-04 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-183

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-04 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-184

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-05 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-185

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-05 －X線回折チャート 定方位－



大坪川ダム右岸トレンチ OTB-06 －X線回折チャート 不定方位－

2.2-1-186



2.2-1-187

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-06 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-188

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-07 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-189

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-07 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-190

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-08 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-191

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-08 －X線回折チャート 定方位－



大坪川ダム右岸トレンチ OTB-09 －X線回折チャート 不定方位－

2.2-1-192



2.2-1-193

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-09 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-194

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-10 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-195

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-10 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-196

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-11 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-197

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-11 －X線回折チャート 定方位－



2.2-1-198

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-12 －X線回折チャート 不定方位－



2.2-1-199

大坪川ダム右岸トレンチ OTB-12 －X線回折チャート 定方位－



余白



（9）福浦断層北端付近 XRD分析

2.2-1-201



DE_E X線回折チャート 不定方位

2.2-1-202

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類
Hbl：普通角閃石
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱



DE_E X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-203

EG処理定方位法

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト



DE_M X線回折チャート 不定方位

2.2-1-204

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Chl：緑泥石
Zeo：沸石類
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱



DE_M X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-205

EG処理定方位法

Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Chl：緑泥石



DE_W X線回折チャート 不定方位

2.2-1-206

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類
Px ：輝石類
Ank：アンケライト～苦灰石
Py ：黄鉄鉱
Mag：磁鉄鉱～磁赤鉄鉱



DE_W X線回折チャート 定方位，EG処理

2.2-1-207

EG処理定方位法

Qtz：石英
Pl ：斜長石
Sm：スメクタイト
Zeo：沸石類
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（10）福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査

2.2-1-209



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真位置図

2.2-1-210

○谷の延長位置を横断して表土はぎ調査を実施した結果，穴水累層の安山岩及び凝灰角礫岩が連続して分布し，それらは非破砕であり，断層は認められない。

○全線の写真を次頁以降に示す。

地表踏査結果（ルートマップ）

位置図

右図範囲

谷地形（4）

福浦断層周辺の谷地形

S-1

写真②

写
真

⑩

写
真

㉑

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-95 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真①～③

2.2-1-211

←SW NE→

写真①

写真②

←W
E→

←NW
SE→

写真③

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-96 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真④～⑤

2.2-1-212

←NW
SE→

写真④

←NW
SE→

写真⑤
S-1

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-97 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑥

2.2-1-213

←NW
SE→

写真⑥

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-98 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑦～⑩

2.2-1-214

←N
S→

写真⑩

写真⑦

写真⑧

写真⑨

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-99 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑪～⑬

2.2-1-215

←N S→

写真⑪

写真⑫

写真⑬

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-100 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑭～⑮

2.2-1-216

←SE NW→

写真⑭

写真⑮ 1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-101 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑯～⑰

2.2-1-217

←SW NE→

写真⑯

写真⑰

1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-102 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真⑱～⑳

2.2-1-218

写真⑱

写真⑲

←SE NW→

写真⑳

1m

1m

1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-103 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真㉑～㉓

2.2-1-219

写真㉑

写真㉒

←SW NE→

写真㉓

1m

1m

1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-104 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真㉔～㉕

2.2-1-220

写真㉔

写真㉕

←SE NW→

1m

1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-105 再掲



福浦断層周辺に認められる谷地形 表土はぎ調査 写真㉖～㉗

2.2-1-221

←SW NE→

写真㉖

写真㉗

←SE NW→

1m

1m

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-106 再掲



2.2-1-222

（11） 福浦断層周辺 段丘面調査



福浦断層周辺の段丘面調査

調査地点 段丘面区分 調査方法 土壌（火山灰）

① 中位段丘Ⅰ面 ピット，ボーリング，コアサン
プラー調査

赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

② 中位段丘Ⅰ面 ピット調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

③ 中位段丘Ⅰ面 ピット調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

④ 中位段丘Ⅰ面 ボーリング調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

⑤ 高位段丘Ⅰa面 ボーリング調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

⑥ 中位段丘Ⅰ面 ピット調査 赤褐色土壌あり（K-Tz）

⑦ 中位段丘Ⅰ面 コアサンプラー調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

⑧ 高位段丘Ⅰa面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

⑨ 高位段丘Ⅰa面 ボーリング調査 赤色土壌あり（×）

⑩ 高位段丘Ⅰa面 ボーリング調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

⑪ 高位段丘Ⅰb面 ボーリング調査 なし（－）

⑫ 高位段丘Ⅰa面 トレンチ調査 赤色土壌あり（AT，K-Tz）

⑬ 高位段丘Ⅰb面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

⑭ 高位段丘Ⅰb面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

⑮ 高位段丘Ⅰb面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

⑯ 高位段丘Ⅰb面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

⑰ 高位段丘Ⅰb面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

⑱ 高位段丘Ⅰb面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

⑲ 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（K-Tz）

⑳ 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（－）

㉑ 高位段丘Ⅱ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

㉒ 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（－）

㉓ 高位段丘Ⅱ面 コアサンプラー調査 赤色土壌あり（－）

㉔ 高位段丘Ⅱ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

㉕ 高位段丘Ⅱ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

㉖ 高位段丘Ⅲ面 露頭調査 なし（×）

㉗ 高位段丘Ⅲ面 露頭調査 赤色土壌あり（－）

㉘ 高位段丘Ⅲ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

㉙ 高位段丘Ⅳ面 ピット調査 赤色土壌あり（－）

㉚ 高位段丘Ⅳ面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz）

㉛ 高位段丘Ⅲ面 検土杖調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

㉜ 高位段丘Ⅲ面 検土杖調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

㉝ 高位段丘Ⅲ面 検土杖調査 赤褐色土壌あり（AT）

㉞ 中位段丘Ⅰ面 ボーリング調査 なし（AT）

㉟ 中位段丘Ⅰ面 ボーリング調査 なし（AT，K-Tz）

㊱ 中位段丘Ⅰ面 露頭調査 赤褐色土壌あり（AT，K-Tz）

㊲ 高位段丘Ⅰa面 露頭調査 赤色土壌あり（K-Tz） 2.2-1-223

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

×：火山灰検出せず
－：分析未実施

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

○福浦断層周辺には，中位段丘Ⅰ面，高位段丘面（Ⅰa面，Ⅰb面，Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面）が分布している。
○これらの段丘面上については，露頭調査，トレンチ調査，ピット調査，ボーリング調査，コアサンプラー調査，検土杖調査を実施し，地質データを取得している。

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-108 一部修正

段丘面分布図

⑦

㉒

⑧
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②
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⑰
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①中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

2.2-1-224

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-109 再掲



(EL 29.7m)

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

2.2-1-225

【柱状図】

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-110 再掲



テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

②中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

2.2-1-226

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-111 再掲



③中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

2.2-1-227

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-112 再掲



2.2-1-228

【柱状図】

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-113 再掲



④中位段丘Ⅰ面，⑤高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

2.2-1-229

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-114 再掲



2.2-1-230

【柱状図】

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-115 再掲



⑥中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

2.2-1-231

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-116 再掲



⑦中位段丘Ⅰ面，⑧高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

2.2-1-232

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-117 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑨

2.2-1-233

⑨高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

火山灰分析結果

柱状図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前

ATについては混在であり降灰層準を
認定していない。

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-118 再掲



⑩高位段丘Ⅰa面，⑪高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

2.2-1-234

本測線の地質データは，1号機建設前（S60，61年）にボーリング調査によって取
得されており，コアの状況が悪く，海成堆積物の識別が困難である。

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-119 再掲



【柱状図】

2.2-1-235

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-120 再掲



⑫高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

2.2-1-236

3 3’

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-121 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑬

2.2-1-237近接写真（ⅡB2g1） 近接写真（ⅡB2g2）

⑬高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-122 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑭

2.2-1-238

⑭高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-123 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑮

2.2-1-239近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

⑮高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-124 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑯

2.2-1-240近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

⑯高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-125 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑰

2.2-1-241近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

⑰高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-126 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑱

2.2-1-242近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

⑱高位段丘Ⅰb面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-127 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑲

2.2-1-243

火山灰分析結果

⑲高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-128 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

⑳

2.2-1-244

⑳高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-129 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉑

2.2-1-245近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g）

㉑高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-130 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉒

2.2-1-246

㉒高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-131 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉓

2.2-1-247

㉓高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-132 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉔

2.2-1-248近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅣB3g）

㉔高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-133 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉕

2.2-1-249近接写真（ⅡB2g） 近接写真（ⅢB2g1）

㉕高位段丘Ⅱ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-134 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉖

2.2-1-250

㉖高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 表土 45 0 0.5 22 16 0 1.5

0.1-0.2 50 0 2 18 10 0.1 2.2

0.2-0.3 43 0 0 13 13 0.2 2.9

0.3-0.4 69 0 1 8 16 0.3 1.7 1.495-1.501

0.4-0.5 58 0 1 17 19 0 2.3

0.5-0.6 16 0 0 3 6 0 1.2

0.6-0.7 32 0 0 1.5 5.5 0 1.2 1.496-1.501 (1.511含む）

0.7-0.8 6 0 1 0.3 0.8 0 0

0.8-0.9 1.8 0 0.1 0.4 0.3 0 0

0.9-1.0 3 0 0.2 0.2 0.5 0 0 1.496-1.500 (1.510含む）

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

崖錐堆積物

AT+K-Tz混在
（一部K-Ah含む）

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率 テフラ名

火山灰分析結果

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Ah：7.3千年前
AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

AT及びK-Tzについては混在であり
降灰層準を認定していない。

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-135 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉗

2.2-1-251近接写真（ⅢB1g） 近接写真（ⅢB2g）

㉗高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-136 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］
㉘

2.2-1-252近接写真（ⅢB2g） 近接写真（ⅡB3g）

㉘高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-137 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉙

2.2-1-253

㉙高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-138 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㉚

2.2-1-254

㉚高位段丘Ⅳ面 段丘面調査結果

柱状図

露頭写真

火山灰分析結果

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 240 0 16 13 66 0 3

0.1-0.2 362 0 6 15 73 2 5 1.496-1.500

0.2-0.3 292 0 7 20 47 1 5

0.3-0.4 269 0 8 4 39 1 4

0.4-0.5 271 0 4 16 76 3 5

0.5-0.6 243 0 7 16 90 1 8

0.6-0.7 60 0 2 10 44 0 7 1.496-1.501

0.7-0.8 9 0 0 1 28 1 10

0.8-0.9 5 1 0 0.6 13 0 9

0.9-1.0 0 0 0 0 0.6 0 13 K-Tz

1.0-1.1 0.4 0 0 0 0.8 0 9

1.1-1.2 0 0 0 0 1 0 4

1.2-1.3 0 0 0 0 0.6 0 6

1.3-1.4 2 0 0 0 0 0 4

1.4-1.5 0 0 0 0 0.7 0.3 5

1.5-1.6 1 0 0 0 0.4 0.4 4

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

テフラ名

AT+K-Tz混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

特記鉱物 火山ガラスの屈折率

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-139 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-255

㉛高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

火山灰分析結果

㉛

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），灰黄褐色（10YR 4/2）
深度0.2～0.4m 砂混じりシルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/6）
深度0.4～0.8m 砂混じり粘土（赤褐色土壌），赤褐色（5YR 4/8），石英粒子を含む

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.8m

遠景写真

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 155 0 2 11 54 0 11

0.1-0.2 182 0 0 10 67 0 6

0.2-0.3 310 0 2 3 37 0 5 1.497-1.500 AT

0.3-0.4 52 0 0 12 34 0 7

0.4-0.5 30 0 0 2 11 0 11

0.5-0.6 35 0 0 3 16 0 7 K-Tz

0.6-0.7 9 0 0 1 2 0 1

0.7-0.8 3 0 0 2 2 0 0.5

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

火山ガラスの屈折率 テフラ名試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

テフラの年代
（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-140 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-256

㉜高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

㉜

遠景写真

火山灰分析結果

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），にぶい黄褐色（10YR 5/3）
深度0.2～0.4m 礫混じり砂質シルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/8），

安山岩のくさり礫（径2～5mm）含む
深度0.4～0.6m 礫混じり砂質シルト（赤褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/8），

安山岩のくさり礫（径2～5mm）含む
深度0.6～0.9m 礫混じり砂質シルト（赤褐色土壌），褐色（7.5YR4/4），礫

の含有率は少ない

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.9m

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 111 0 0 27 38 0 0

0.1-0.2 142 0 0 22 53 0 0 1.497-1.501(27/30),1.510-1.513(3/30)

0.2-0.3 68 0 0 9 22 0 0

0.3-0.4 29 0 0 1 16 0 0

0.4-0.5 9 0 0 4 9 0 2 K-Tz

0.5-0.6 10 0 0 67 0 0 0.1

0.6-0.7 1 0 0 0.4 1.2 0 0.3

0.7-0.8 1 0 0 5 1 0 0.1

0.8-0.9 0.4 0 0 0.7 0.3 0 0

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

試料番号

AT
K-Ah混在

火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)
火山ガラスの屈折率 テフラ名

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Ah：7.3千年前
AT：2.8万～3万年前
K-Tz：9.5万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-141 再掲



調査位置図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

2.2-1-257

㉝高位段丘Ⅲ面 段丘面調査結果

㉝

遠景写真

火山灰分析結果

深度0.0～0.2m 砂質シルト（暗褐色土壌），灰黄褐色（10YR 4/2）
深度0.2～0.7m 砂混じりシルト（明褐色土壌），明褐色（7.5YR 5/6）
深度0.7～0.9m シルト質粘土（赤褐色土壌），赤褐色（5YR 4/8），不明瞭

なトラ斑あり。

試料写真 深度0.0～0.3m

試料写真 深度0.3～0.6m

試料写真 深度0.6～0.9m

β石英

Bw Pm O Opx GHo Cum (/3000粒子)

0.0-0.1 173 0 0 8 32 0 3.5

0.1-0.2 278 0 0 11 25 0 4.5

0.2-0.3 368 0 0 5 24 0 5 1.497-1.500(30/32),1.508-1.514(2/32)

0.3-0.4 214 0 0 4 23 0 5

0.4-0.5 292 0 0 0.5 24 0 7.5

0.5-0.6 330 0 0 0.5 31 0 7.5

0.6-0.7 30 0 0 3 13 0 4.5

0.7-0.8 11 0 0 0 2 0 6

0.8-0.9 33 0 0 1 5 0 5

Bw：バブルウォールタイプ Opx：斜方輝石　GHo：緑色普通角閃石  Cum：カミングトン閃石

Pm：パミスタイプ

O：低発泡タイプ

火山ガラスの屈折率 テフラ名

AT
K-Ah混在

試料番号
火山ガラスの形態別含有量(/3000粒子) 重鉱物の含有量(/3000粒子)

テフラの年代
（町田・新井，2011）

K-Ah：7.3千年前
AT：2.8万～3万年前

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.2-1-142 再掲



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

コア写真

火山灰分析結果

遠景写真 近景写真

㉞中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㉞

2.2-1-258



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

コア写真

火山灰分析結果

遠景写真 近景写真

㉟中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㉟

2.2-1-259



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

火山灰分析結果

近景写真

㊱中位段丘Ⅰ面 段丘面調査結果

㊱

2.2-1-260



段丘面分布図

凡 例

［リニアメント・変動地形］

［段丘面］

㊲高位段丘Ⅰa面 段丘面調査結果

㊲

2.2-1-261
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